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

　

七
月
二
日
に
行
わ
れ
た

宮
津
市
議
会
議
員
選
挙
で
、

十
八
名
の
市
議
会
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
員
が
所
属
す
る
会
派

の
構
成
も
決
ま
り
、
七
月

十
九
日
に
改
選
後
の
初
議
会

が
開
か
れ
、
正
副
議
長
の
選

挙
、
並
び
に
、
常
任
委
員
会

の
構
成
、
正
副
委
員
長
の
選

任
、
議
会
運
営
委
員
及
び
特

別
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
議
会
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

宮
津
市
議
会
の　
　
　

　
　
　

新
し
い
構
成

正 

副 

議 

長

議
　

長
　

小お 
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こ

副
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弘ひ
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議
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運
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員
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委
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木
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明
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長
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仲
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憲
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幹
事
長

德と
く

　

本も
と

　

良よ
し

　

孝た
か

（
53
歳
）

　
　
　
　
　

住
吉
　

４
回

大お
お

　

森も
り

　

秀ひ
で

　

朗お

（
68
歳
）

　
　
　
　
　

由
良
　

２
回

下か
　

野ば
た

　

正ま
さ

　

憲の
り

（
59
歳
）

　
　
　
　
　

日
置
　

２
回

谷た
に

　

口ぐ
ち

　

喜の
ぶ

　

弘ひ
ろ

（
53
歳
）

　
　
　
　
　

中
津
　

２
回

吉よ
し

　

田だ
　
　
　

透
と
お
る

（
68
歳
）

　
　
　
　
　

長
江
　

２
回

幹
事
長
　

松ま
つ

　

浦う
ら

　

登と

美み

義よ
し

（
47
歳
）

　
　
　
　
　

滝
馬
　

３
回

松ま
つ

　

本も
と

　
　
　

隆た
か
し

（
48
歳
）

　
　
　
　
　

江
尻
　

２
回

幹
事
長
　

安あ
　

達だ
ち

　
　
　

稔
み
の
る

（
60
歳
）

　
　
　
　

京
街
道
　

４
回

橋は
し

　

本も
と

　

俊
し
ゅ
ん

　

次じ

（
68
歳
）

　
　
　
　
　

魚
屋
　

４
回

小お
　

田だ
　

彰て
る

　

彦ひ
こ

（
62
歳
）

　
　
　
　
　

文
珠
　

３
回

加か
　

畑ば
た

　
　
　

徹
と
お
る

（
53
歳
）

　
　
　
　
　

鶴
賀
　

１
回

幹
事
長
　

馬う
ま

　

谷た
に

　

和か
ず

　

男お

（
65
歳
）

　
　
　
　
　

鶴
賀
　

２
回

宇う
つ
の
み
や

都
宮
　

和か
ず

　

子こ

（
60
歳
）

　
　
　
　
　

木
子
　

３
回

長な
が

　

林
ば
や
し

　

三み
　

代よ

（
48
歳
）

　
　
　
　
　

今
福
　

１
回

幹
事
長
　

平ひ
ら

　

野の
　
　
　

亮
ま
こ
と

（
73
歳
）

　
　
　
　
　

滝
馬
　

10
回

木き
　

内う
ち

　

利と
し

　

明あ
き

（
59
歳
）

　
　
　
　
　

須
津
　

４
回

幹
事
長
　

松ま
つ

　

原ば
ら

　
　
　

護
ま
も
る

（
61
歳
）

　
　
　
　
　

由
良
　

１
回

北き
た

　

仲な
か

　
　
　

篤
あ
つ
し

（
43
歳
）

　
　
　
　
　

宮
村
　

２
回

蒼　　　風　　　会

宮　津　新　生　会

公　明　党

日本共産党宮津市議会議員団

社民党議員団創　成　会

宮
津
市
議
会
の
　

　
　
　

会
派
構
成

※
年
齢
は
平
成
18
年
8
月
5
日
現
在





５
月
臨
時
会
の
う
ご
き

　

五
月
の
臨
時
議
会
は
二
十
三
日
（
火
）
一
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
議
会
に
は
、
補
正
予
算
四
件
、
専
決
処
分
三

件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

六
月
定
例
会
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
（
七
月
二
日
投
票
）
と

の
関
係
で
会
期
が
六
月
一
日
か
ら
九
日
ま
で
の
九
日
間
と
な
り

ま
し
た
。
人
事
案
件
一
件
（
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
）、
条
例
改

正
四
件
（
宮
津
市
議
会
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災

害
補
償
等
・
消
防
団

員
退
職
報
償
金
支
給

な
ど
）、
専
決
処
分

一
件
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ

閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
議
会
の

傍
聴
者
は
七
名
で
し

た
。 ６

月
定
例
会
の
う
ご
き

９月定例会の予定
　９月定例会の日程は、議会日程

を決定する議会運営委員会の開催

日程の都合上、今回の議会だより

には掲載することができませんで

した。

　詳しくは宮津市ホームページを

ご覧ください。

関
係
機
関
の
議
会
議
員





７月臨時会のうごき　

七
月
の
臨
時
議
会
は

十
九
日
（
水
）
一
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
条
例
改
正
一

件
（
宮
津
市
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
）
と
決

議
案
一
件
（
北
朝
鮮
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
）
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議

　

七
月
五
日
、
北
朝
鮮
か
ら
複
数
回
に
わ
た
り
弾
道
ミ
サ
イ
ル
又
は
何
ら
か
の
飛
翔
体
が
発
射
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

同
国
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
八
月
に
も
我
が
国
上
空
を
通
過
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
回
我
が
国
を
含
む
関
係
各
国
の
再
三
の
警
告
に
関
わ
ら
ず
、
発
射
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
国
際
平
和
を
脅

か
す
も
の
で
あ
り
、
大
惨
事
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
極
め
て
危
険
な
事
態
で
あ
っ
た
と
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

特
に
宮
津
市
は
、
日
本
海
に
面
し
て
港
湾
、
漁
港
を
擁
し
、
船
舶
や
漁
船
が
航
行
・
操
業
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
の

よ
う
な
暴
挙
は
、
宮
津
市
民
の
生
活
と
安
全
を
脅
か
す
と
と
も
に
、
日
本
と
環
日
本
海
諸
国
が
平
和
と
安
全
を
希
求
し

て
い
く
上
で
、
遺
憾
な
行
為
で
あ
り
、
宮
津
市
民
の
生
命
と
財
産
の
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
厳
重
な
抗
議
を
決
議
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
　

平
成
十
八
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
　

津
　

市
　

議
　

会
　

　

平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
八
十
二
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
議
員
在
職
三
十
五
年
以
上
】

　
　
　
　
　
　

平
　

野
　
　
　

亮

　
　
　
　
　
　

福
　

井
　

愿
　

則

【
議
員
在
職
十
五
年
以
上
】

　
　
　
　
　
　

尾
　

上
　

董
　

明
　
　

決　　議

（７ページ一般質問）

過疎地有償運送とは？

　地方公共団体から協力依頼を受けたＮＰＯ法人

等が、過疎地において有償で行う移送サービス。

（８ページ一般質問）

妊婦ＨＢｓ抗原検査とは？

　Ｂ型肝炎の母子感染防止のために行われる検査。

用 語 解 説




宮津市行政改革大綱 2006くみ取り予定表

一 般 質 問
市政に対する質問・提言
ここが聞きたい !!
６月定例会では、３人の議員が一般質問を
行いました。各議員の質問と理事者の答弁
の概要は次のとおりです。

行
政
改
革
大
綱
が
発
表
さ

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
で
、
四
月
か
ら
大
幅
な
引
き
上

げ
・
削
減
・
廃
止
が
な
さ
れ
、
今
後
、

市
に
お
い
て
も
一
層
の
無
駄
を
無
く

し
た
取
り
組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
現
在
、
旧
町
内
で
は
下
水
道
化

の
家
庭
が
七
割
以
上
普
及
す
る
中
、

い
ま
だ
に
四
ヵ
月
毎
に
発
行
さ
れ
る

「
汲
み
取
り
予
定
表
」
が
各
戸
配
布
さ

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
不
必
要
で

無
駄
に
な
っ
て
い
る
。
下
水
道
化
に

な
っ
て
い
な
い
家
庭
の
み
の
配
布
に

す
る
か
、
あ
る
い
は
、
半
年
・
一
年

分
に
ま
と
め
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し

て
、
諸
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
と
合
わ

せ
掲
載
す
れ
ば
、
一
人
で
も
多
く
の

行
事
参
加
の
意
識
啓
発
に
も
つ
な
が

り
、
誰
も
が
対
象
の
配
布
物
に
な
る
。

無
駄
を
無
く
し
効
率
的
な
配
布
物
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

「
汲
み
取
り
予
定
表
」
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
で
汲
み
取
り
日
を
十
分
承
知
を

し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
四
ヵ
月
単
位
で
、
単

独
の
予
定
表
を
発
行
し
て
い
た
。
し

か
し
、
自
治
会
配
布
の
方
式
の
中
で
、

汲
み
取
り
の
必
要
の
無
い
水
洗
化
家

庭
に
も
配
っ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
今

後
は
、「
お
知
ら
せ
版
」
に
取
り
込
ん

で
い
く
形
、
あ
る
い
は
提
案
の
カ
レ

ン
ダ
ー
形
式
も
含
め
、
出
来
る
だ
け
、

質
を
落
と
さ
な
い
情
報
提
供
の
方
法

を
検
討
し
、
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

・
過
疎
地
有
償
運
送
に
つ
い
て

質
問

答
弁

①
小
泉
首
相
も
自
治
体
首

長
の
「
退
職
金
は
高
す
ぎ
る
」
と
コ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
首
長

は
、
財
政
悪
化
の
中
で
退
職
金
を
返

上
し
た
り
、
減
額
さ
れ
る
方
も
あ
る
。

宮
津
市
は
、
財
政
危
機
で
も
あ
り
、「
退

職
金
を
返
す
べ
き
」
と
の
声
が
多
い
。

市
長
は
、
退
職
金
を
返
上
さ
れ
る
意

思
は
あ
る
の
か
伺
う
。

②
市
長
が
辞
職
を
表
明
さ
れ
て
か
ら

な
ぜ
一
ヵ
月
も
在
任
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
説
明
を
求
め
る
。

③
ま
た
、
市
長
が
辞
職
す
れ
ば
、
助

役
が
代
理
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
助
役
は
、
市
長
が
任
命
さ
れ
て

一
年
四
ヵ
月
で
辞
職
さ
れ
て
い
る
。

任
命
権
者
と
し
て
無
責
任
で
は
な
い

か
。
な
ぜ
辞
職
を
認
め
た
の
か
伺
う
。

①
そ
の
と
き
ど
き
の
市
長

の
個
人
プ
レ
ー
的
な
判
断
は
、
次
の

市
長
、
あ
る
い
は
他
の
市
町
村
長
へ

の
影
響
も
考
え
る
と
、
決
し
て
適
切

で
な
い
と
考
え
る
。
支
給
元
の
退
職

手
当
組
合
全
体
の
中
で
一
定
の
議
論

を
し
て
い
く
時
期
が
来
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
私
の
退
職
手
当

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
も
私
自
身
が
考
え
る
こ
と
。

②
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
、
市
長
不

在
期
間
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
な
ど
、

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
対
応
し
た
。

③
助
役
の
退
任
に
つ
い
て
は
、
本
人

の
事
情
を
聞
い
た
上
で
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
そ
の
退
任
期
日
に
つ
い

て
承
認
し
た
。

①
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
。

②
人
権
問
題
に
つ
い
て
。

質
問

答
弁

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

市
配
布
物
の
無
駄
を
無
く
し

　
　

効
率
的
な
取
り
組
み
を

公
明
党
　

松

本
　

隆
　

方
法
を
検
討
し
効
率
化
に
つ
な
げ
る
　

答
弁
要
旨

市
長
は
退
職
金
を

　

返
上
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

   

日
本
共
産
党
　

馬

谷

和

男
　

個
人
プ
レ
ー
的
な
判
断
は
適
切
で
は
な
い

答
弁
要
旨





　

私
た
ち
『
宮
津
新
生
会
』
は
、
平
成
十
八
年

七
月
二
日
執
行
の
「
宮
津
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
」
で
当
選
い
た
し
ま
し
た
十
八
人
の
市
議
会

議
員
中
、
政
治
信
条
や
価
値
観
な
ど
共
通
点
が

多
く
、
ま
た
現
在
の
非
常
に
厳
し
い
行
財
政
状

況
に
対
す
る
危
機
意
識
の
持
ち
方
や
、
本
来
の

市
民
を
中
心
と
し
た
市
政
改
革
実
現
に
取
り
組

む
た
め
に
政
治
活
動
を
す
る
事
の
出
来
る
五
人

の
議
員
が
集
ま
っ
た
会
派
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
大
変
な
ご
負
担
や
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
「
宮
津
市
行
政
改
革
大
綱

２
０
０
６
」
で
す
が
、
計
画
の
目
標
は
五
年
間

で
六
十
億
円
を
捻
出
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
計
画
の
早
期
達
成
を
図
り
つ
つ

も
、
中
身
を
よ
り
一
層
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

更
に
は
計
画
を
人
口
二
万
二
千
人
の
宮
津
市
の

規
模
に
見
合
っ
た
も
の
に
直
す
事
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
市
民
生
活
に
重
大
な
支
障

を
き
た
す
事
の
な
い
よ
う
に
、
議
員
は
当
然
で

す
が
市
長
や
市
職
員
も
前
例
や
古
い
習
慣
に
と

ら
わ
れ
ず
、
市
民
生
活
の
向
上
の
為
に
そ
の
職

責
を
重
く
受
け
止
め
て
、
日
々
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
『
宮
津
新

生
会
』
所
属
の
議
員
は
一
丸
と
な
っ
て
市
政
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
に
行
わ
れ
た
宮
津
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
持
・
ご
支
援
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
蒼
風
会

は
四
名
で
会
派
を
結
成
す
る
運
び
と
な
り
、
議

長
選
出
の
会
派
と
し
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

感
じ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
議
会
の
活
性
化
に

邁
進
致
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
行
動
力
の
あ
る
井
上
市
長
の
誕

生
で
「
元
気
な
宮
津
を
！
」「
宮
津
を
元
気
に
！
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を

目
指
し
て
お
ら
れ
、
宮
津
を
全
国
に
、
又
世
界

に
発
信
し
、「
企
業
誘
致
」
の
実
現
や
「
産
業
・

観
光
」
の
振
興
を
推
進
さ
れ
、
市
民
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
「
新
し
い
波
」「
新
し
い
う
ね
り
」

を
お
こ
そ
う
と
提
案
さ
れ
、
市
長
与
党
会
派
と

し
て
、
全
力
で
支
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

現
在
、
宮
津
市
も
危
機
的
な
財
政
に
あ
る
中

で
「
財
政
再
建
」
と
地
域
の
力
を
高
め
る
「
経

営
改
革
」
を
柱
と
す
る
新
し
い
「
行
政
改
革
大

綱
２
０
０
６
」
の
策
定
を
さ
れ
我
が
会
派
も
全

面
的
に
協
力
し
、
取
組
み
に
断
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
と
の
「
絆
」
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
「
元
気
な
宮
津
」
に
な
り
ま
す
よ
う
努
力

致
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。     

本
市
の
実
施
し
て
い
る
二
回

の
無
料
の
妊
婦
健
康
診
査
は
、
一
般

健
康
診
査
で
は
診
察
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
な
ど
六
項
目
の
検
査
が
二
回
、

梅
毒
血
清
反
応
検
査
と
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原

検
査
は
一
回
分
市
が
負
担
し
て
実
施

し
て
い
る
。
あ
る
病
院
で
、
こ
の
受

診
票
は
一
般
健
康
診
査
だ
け
の
費
用

で
免
除
で
き
る
の
は
二
千
五
百
円
分

の
価
値
し
か
な
い
と
の
病
院
の
説
明

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
市
の
委
託

契
約
で
は
一
般
健
康
診
査
検
査
費

六
千
八
百
九
十
五
円
を
委
託
医
療
機

関
に
支
払
っ
て
お
り
、
か
な
り
の
差

額
が
生
じ
て
い
る
。
制
度
改
正
を
し

て
出
産
前
の
検
査
費
用
の
無
料
化
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

妊
婦
健
康
診
査
に
お
け
る
検

査
項
目
及
び
検
査
費
用
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
京
都
府
と
京
都
府
医
師
会
が

協
議
し
、
決
定
さ
れ
た
内
容
で
京
都

府
医
師
会
と
の
委
託
契
約
に
基
づ
い

て
対
応
し
て
い
る
。
妊
婦
健
康
診
査

に
関
し
て
、
公
費
負
担
額
よ
り
も
低

額
で
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が
あ
る

と
の
指
摘
で
あ
る
が
、
契
約
金
額
よ

り
も
低
額
で
実
施
し
て
い
る
医
療
機

関
は
な
い
。
検
査
項
目
に
つ
い
て
は

妊
婦
全
員
に
共
通
す
る
必
要
な
検
査

項
目
を
と
の
見
地
か
ら
、
現
行
の
検

査
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出

産
ま
で
の
健
康
診
査
費
用
の
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を
継
続
す

る
こ
と
で
ご
理
解
が
い
た
だ
き
た
い
。

　

質
問

答
弁

市議会改選にあたっての各会派の「抱負」

妊
婦
健
康
診
査
の

　
　

見
直
し
拡
充
に
つ
い
て

公
明
党
　

松
浦
登
美
義
　
　

契
約
金
額
よ
り
低
額
実
施
の
医
療
機
関
は
な
い

答
弁
要
旨

蒼　

風　

会  

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が「
元
気
な
宮
津
」を

宮
津
新
生
会  

市
政
運
営
と
改
革
実
施
に
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
！
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定
数
三
名
減
の
も
と
で
行
わ
れ
た
宮
津
市
議

会
議
員
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
、
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
引
き
続
き
三

名
の
議
員
団
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
、
住
民
負

担
を
で
き
る
だ
け
押
さ
え
、
住
民
生
活
は
し
っ

か
り
守
り
な
が
ら
「
財
政
再
建
」
の
提
案
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
生
活
を
直
撃
す
る
ゴ
ミ
袋
有

料
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
子
ど
も
の
医
療
費

は
、
与
謝
野
町
並
み
に
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

に
し
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
改
革
を
提
言
し
つ

つ
、
幹
部
職
員
自
ら
身
を
削
り
、
財
源
を
生
み

出
す
こ
と
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

六
十
億
円
も
の
財
源
不
足
に
よ
る
住
民
負
担

や
、
合
併
の
破
綻
、
そ
れ
に
人
口
の
減
少
も
留

ま
り
ま
せ
ん
。

　

宮
津
市
は
今
、
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
議
員
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は

重
大
で
す
。
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
義
務
を
果

た
し
、
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
の
実
現
に
全
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

女
性
議
員
が
二
名
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
に
し

て
も
、
子
育
て
に
し
て
も
、
ま
し
て
や
環
境
と

直
結
す
る
ゴ
ミ
問
題
な
ど
、
女
性
の
視
点
で
、

積
極
的
に
議
会
へ
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
引
き
続
い
て
の
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
絶
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り

公
明
党
の
二
議
席
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
宮

津
市
は
、
今
、
大
変
重
要
な
『
時
』
に
遭
遇
し

て
お
り
ま
す
。
市
長
も
新
し
く
な
ら
れ
本
市
の

船
出
で
あ
り
ま
す
。「
船
長
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

船
員
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
」
と
の
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
議
会
と
し
て
の
チ
ェ
ッ

ク
や
政
策
提
言
が
ど
の
よ
う
な
航
路
を
た
ど
る

の
か
を
決
め
る
の
で
す
。
た
だ
、
不
安
だ
け
を

あ
お
っ
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
公
明
党
は
、
選
挙
で
も
お
約
束
し
た

公
約
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
財
政
再
建
・
安
心
安
全
・
魅
力
あ
る
元
気

な
宮
津
構
築
で
あ
り
ま
す
。
現
場
の
声
を
聞
き

市
民
と
行
政
が
信
頼
し
合
い
、
そ
こ
か
ら
や
る

気
・
希
望
を
見
出
せ
る
ま
ち
。
人
口
の
減
少
・

少
子
高
齢
化
な
ど
本
市
に
と
っ
て
の
課
題
へ
の

挑
戦
。
そ
し
て
、
体
験
観
光
へ
の
意
向
を
図
り

観
光
振
興
の
充
実
、
宮
津
の
特
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
な
ど
本
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
や
再
認
識
に
努

め
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
世
界
の
宮
津
構
築
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

公
明
党
の
「
ひ
と
り
を
大
切
に
」
す
る
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
政
治
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
共
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
宮
津
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

七
月
二
日
、
宮
津
市
が
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
が
無
い
厳
し
い
財
政
状
況
下
の
中
で
行
わ
れ

た
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
市
民
に

と
っ
て
は
、
厳
し
い
生
活
の
中
で
行
わ
れ
た
だ

け
に
、
大
き
な
期
待
と
厳
し
い
監
視
の
目
が
注

が
れ
て
い
ま
す
。
選
出
さ
れ
た
私
達
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
緊
張
あ
る
態
度
で
市
政
に
臨
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
行
政
の
流
れ
に
変
革
を
求
め
る
市

民
の
声
は
大
き
く
、
国
の
税
制
改
革
に
よ
る
増

税
と
宮
津
市
の
行
政
改
革
に
よ
る
補
助
金
の

カ
ッ
ト
や
使
用
料
の
改
定
に
よ
る
受
益
者
負
担

の
支
出
増
に
よ
り
、
市
民
の
生
活
苦
と
町
の
活

力
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て

ま
す
。

　

地
方
自
治
体
い
じ
め
（
最
終
は
国
民
負
担
と

な
る
）
の
国
の
三
位
一
体
改
革
の
是
正
を
求
め

な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
社
会
と
言
え
ど
も
市
民

の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
、
私
た
ち
が
子
や
孫

に
誇
れ
る
地
域
社
会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
肝
に
銘
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
に
あ
っ
て
は
、
ム
リ
・
ム
ダ
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
こ
れ
を
排
除
し
、
行
政
改
革
大
綱

の
見
直
し
も
求
め
な
が
ら
、
市
民
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
、
お
金
を
使
う
の
な
ら
市
民
が
納
得

す
る
お
金
の
使
い
方
を
求
め
、
一
つ
で
も
一
カ

所
で
も
市
民
参
加
の
政
治
を
展
望
し
、
豊
か
な

町
と
、
暖
か
さ
が
実
感
で
き
る
市
役
所
づ
く
り

を
目
指
し
て
全
力
を
傾
け
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
新
し
く
二
名
で
会
派
を
結
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
若
く
て
行
動
力
の
あ
る
者

と
、
新
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
に
精

通
し
た
も
の
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と
に
よ
り

一
層
の
議
会
活
性
化
に
尽
力
で
き
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
派
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
ま
し
て
、
活
動

方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
宮
津
市

を
良
く
す
る
た
め
に
」
と
い
う
視
点
か
ら
ぶ
れ

る
こ
と
な
く
、
是
々
非
々
の
立
場
か
ら
宮
津
市

の
予
算
と
施
策
を
、
プ
ロ
の
自
覚
を
持
っ
て
き

ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
そ
し
て
市
民
の
代

表
と
し
て
言
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
発
言
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現

場
と
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
有
効
な
政
策
を

提
案
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
と

は
申
し
ま
し
て
も
、
個
々
の
議
員
と
し
て
の
経

験
、
力
量
と
も
に
不
十
分
な
点
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
行
動
力
で
補
い
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
例
え
ば
、
七
月
二
十
六
日
に
舞
鶴
市

神
崎
地
区
の
下
水
道
視
察
を
行
い
、
貴
重
な
勉

強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良

く
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、市
民
の
方
々

の
声
を
「
ガ
ッ
チ
リ
」
受
け
止
め
市
政
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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と
対
話
を
大
切
に
し
た
政
策
提
案
を

社　

民　

党
　

市
民
に
あ
た
た
か
い
市
政
を
目
指
し
て

公　

明　

党
　

魅
力
あ
ふ
れ
る
宮
津
構
築

日
本
共
産
党　

女
性
の
視
点
を
生
か
し
、
公
約
実
現
に
全
力
！



あ
　

と
　

が
　

き

　

梅
雨
の
豪
雨
で
、
京
丹
後
市
を
始

め
と
し
て
、
全
国
で
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆
様
に
、
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
犠

牲
者
の
方
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

宮
津
市
で
も
、
七
月
十
八
日
の
大

手
川
の
氾
濫
は
免
れ
ま
し
た
が
、
浸

水
住
家
一
戸
・
断
水
二
百
六
十
三
戸
・

道
路
河
川
損
壊
三
十
九
ヵ
所
・
農
地

等
五
十
三
ヵ
所
の
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。

　

一
昨
年
の
台
風
23
号
の
教
訓
が
生

か
さ
れ
、
市
職
員
や
関
係
各
位
の
献

身
的
な
活
動
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

七
月
二
日
の
投
票
で
、
宮
津
市
の

将
来
を
決
め
る
市
長
選
挙
と
市
議
会

議
員
選
挙
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
長
選
挙
は
、
初
め
て
の
三
名
立

候
補
と
な
り
、市
議
会
議
員
選
挙
は
、

定
数
が
二
十
一
か
ら
十
八
へ
と
三
議

席
減
の
選
挙
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

選
挙
結
果
は
、
今
後
四
年
間
の
宮
津

市
政
運
営
に
つ
い
て
、
宮
津
市
民
が

下
し
た
審
判
で
あ
り
ま
す
。
選
ば
れ

た
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
責
任
が
あ
り

ま
す
。

　

新
市
長
の
も
と
、「
宮
津
市
行
政

改
革
大
綱
２
０
０
６
」
に
基
づ
き
市

政
が
運
営
さ
れ
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
、
財
政
再
建
に
自
ら

ど
う
取
り
組
む
の
か
、
今
後
、
問
わ

れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
財
政
危
機

を
抜
け
出
し
、
宮
津
市
再
生
へ
全
力

を
傾
け
て
い
く
所
存
で
す
。
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